
太
鼓
の
音
と
共
に
、
我
が
ふ
る
さ
と

「
上
島
町
」
も
秋
祭
り
を
迎
え
、
笑
顔
に

満
ち
童
心
に
帰
る
懐
か
し
い
人
々
を
交
え

た
、
活
気
溢
れ
る
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

本
日
は
平
成
18
年
第
３
回
の
定
例
議
会

を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
今
月
６
日
、
41
年
ぶ
り
の
親
王
殿

下
悠
仁
様
の
誕
生
に
、
心
か
ら
お
慶
び
を

申
し
上
げ
、
健
や
か
な
る
成
長
を
御
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
「
新
た
な
る
光
」
に
希

望
を
託
し
、
あ
わ
せ
て
日
本
経
済
の
更
な

る
回
復
に
期
待
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
26
日
に
は
安
倍
晋
三
氏
が
第
90

代
首
相
に
任
命
さ
れ
、
初
め
て
戦
後
生
ま

れ
の
首
相
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
信
念

を
貫
き
若
さ
溢
れ
る
力
に
日
本
の
夢
を
委

ね
、「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
掲
げ
る
安
倍

首
相
に
は
、
安
易
に
全
国
一
律
と
し
な
い

柔
軟
性
の
あ
る
政
策
と
、
地
方
へ
の
暖
か

い
眼
差
し
を
持
ち
続
け
、「
美
し
い
国
、
日

本
」
と
共
に
「
温
か
い
国
、
日
本
」
の
創

造
に
向
け
、
突
き
進
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
塩
崎

代
議
士
も
官
房
長
官
に
抜
擢
さ
れ
、
愛
媛

を
代
表
す
る
国
会
議
員
と
し
て
、
首
相
の

補
佐
役
と
し
て
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

愛
媛
県
で
は
21
日
、
加
戸
知
事
が
「
県

民
の
痛
み
を
伴
う
財
政
構
造
改
革
の
推
進

を
決
断
し
た
責
任
を
全
う
す
る
」
と
い
う

決
意
の
も
と
、
三
選
出
馬
を
表
明
さ
れ
ま

し
た
。「
愛
と
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に

代
表
さ
れ
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
県
民
の
視
線
に
よ
る
弱

い
立
場
へ
の
細
か
く
優
し
い
心
配
り
に
、

今
後
と
も
大
い
な
る
信
頼
を
寄
せ
て
お
り

ま
す
。

６
月
定
例
議
会
後
の
行
政
報
告
と
し
て
、

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
各
地
域
で
「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
い
た
し
、
町

民
多
数
の
御
参
加
に
よ
り
、
貴
重
な
ご
意

見
や
要
望
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
で
も
緊
急
性
・
重
要
性
の
高
い
案
件
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
議
会
の
補
正
予
算
に

お
い
て
も
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
す
べ
て
の
案
件
に
つ
い
て
各
担
当

課
で
十
分
に
協
議
を
重
ね
た
上
、
文
書
で

回
答
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

７
月
26
日
に
は
消
防
庁
舎
の
起
工
式
が

執
り
行
わ
れ
、
町
民
の
安
全
と
安
心
を
確

保
す
る
た
め
の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
、

来
年
の
３
月
に
完
成
す
る
予
定
で
建
設
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
消
防
庁
舎
は
救

急
・
消
防
・
災
害
業
務
だ
け
で
は
な
く
、

町
民
の
皆
様
が
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て

の
機
能
も
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
平
常

時
に
お
い
て
も
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

８
月
１
日
に
は
国
の
人
事
異
動
対
応
と

予
算
獲
得
運
動
の
た
め
関
係
各
省
庁
へ
の

挨
拶
回
り
を
行
い
、
８
月
３
日
の
「
知
事

陳
情
」
に
お
き
ま
し
て
は
、
上
島
町
か
ら

は
「
離
島
航
路
の
充
実
」、「
造
船
振
興
の

支
援
」、「
県
立
弓
削
高
等
学
校
の
存
続
」

に
つ
い
て
、
ま
た
旧
町
村
４
地
域
か
ら
の

そ
れ
ぞ
れ
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
地
方
に
目
の
行
き
届
い
た

温
か
い
回
答
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

愛
媛
県
の
予
算
も
厳
し
い
中
で
、
上
島
町

と
し
て
今
以
上
の
働
き
か
け
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
も
再
認
識
い
た

し
ま
し
た
。

８
月
８
日
に
は
、
議
会
陳
情
に
同
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
愛
媛
県
選
挙
区
選
出
の

国
会
議
員
に
対
し
、「
上
島
架
橋
の
推
進
」、

「
造
船
振
興
の
支
援
」、「
離
島
航
路
の
充

実
」、「
郵
便
業
務
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
」
に
つ
い
て
、
予
算
を
含
め
た
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
と
翌
日
に
は
上
島
架
橋
促

進
協
議
会
の
３
名
の
副
会
長
と
共
に
、
国

会
議
員
な
ら
び
に
国
土
交
通
省
や
財
務
省

の
大
臣
、
各
所
管
部
局
に
足
を
運
び
、
上

島
町
の
現
状
や
生
名
橋
の
早
期
完
成
と
岩

城
橋
の
早
期
着
手
、
さ
ら
に
は
基
幹
道
路

へ
の
連
結
に
つ
い
て
説
明
と
陳
情
を
行
い

「
上
島
を
一
つ
に
」
と
い
う
町
民
の
願
い

を
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
来
年
度
の
上
島
町
予
算
の
指
針

と
な
る
国
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
政
府
は
、

７
月
７
日
に
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改

革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
６
（
骨
太

の
方
針
２
０
０
６
）」
を
正
式
決
定
し
、
政

策
経
費
を
そ
の
年
の
税
収
で
賄
え
な
い
基

礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
）
の
赤
字
状
態
を
２
０
１
１
年
度
ま
で

に
解
消
す
る
た
め
の
必
要
額
を
１
６．

５

兆
円
と
試
算
、
そ
の
内
最
大
１
４．

３
兆

円
を
歳
出
削
減
で
埋
め
る
為
、
公
共
事
業

費
の
削
減
な
ど
分
野
別
数
値
目
標
を
揚
げ

ま
し
た
。

解
消
必
要
額
の
う
ち
歳
出
削
減
で
埋
め

ら
れ
な
い
２．

２
〜
５．

１
兆
円
に
つ
い

て
は
税
制
改
革
で
対
応
す
べ
き
と
の
一
般

的
な
表
現
で
増
税
指
針
を
示
し
て
い
ま
す

が
、
方
法
論
と
し
て
「
税
体
系
全
般
に
わ

た
る
根
本
的
・
一
体
的
な
改
革
」
と
し
た

だ
け
で
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
な
ど
の

具
体
論
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
状
況
で

す
。７

月
21
日
に
は
、
２
０
０
７
年
度
予
算

の
大
枠
と
な
る
概
算
要
求
基
準
（
シ
ー
リ
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平
成
18
年
上
島
町
議
会
第
３
回
定
例

会
が
９
月
27
日
に
招
集
さ
れ
、「
平
成

17
年
度
上
島
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
36
議
案
が
審

議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
で
は
、
は
じ
め
に

上
村
町
長
か
ら
諸
般
の
行
政
報
告
が
あ

り
、
一
般
質
問
の
後
、
25
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
、
休
会
に
入
り
ま
し
た
。

28
日
に
再
開
さ
れ
た
継
続
本
会
議
で

は
、
11
議
案
が
審
議
さ
れ
、
第
３
回
定

例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
上
村
町
長
の
諸
般
の
行
政
報

告
及
び
各
議
案
の
主
な
内
容
、
議
決
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議会の
うごき

上
島
町
議
会

平
成
18
年

第
3
回
定
例
会

上
村
町
長

諸
般
の
行
政
報
告
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ン
グ
）
が
閣
議
了
解
さ
れ
、
各
省
庁
は
基

準
に
従
っ
て
８
月
末
ま
で
に
予
算
要
求
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

政
策
の
実
行
に
充
て
る
一
般
歳
出
の
上

限
は
４
６
兆
８
１
０
０
億
円
と
９
年
ぶ
り

に
４
７
兆
円
を
下
回
る
水
準
に
抑
制
し
ま

し
た
が
、
こ
の
上
限
は
２
０
０
６
年
度
当

初
予
算
４
６
兆
３
７
０
０
億
円
を
４
４
０

０
億
円
上
回
る
も
の
で
す
。

８
月
31
日
、
財
務
省
は
２
０
０
７
年
度

予
算
の
各
省
庁
か
ら
の
「
概
算
要
求
」
を

締
め
切
り
、
一
般
会
計
の
概
算
要
求
総
額

は
２
０
０
６
年
度
当
初
予
算
比
約
３
兆
４

０
０
億
円
（
３．

８
％
）
増
の
約
８
２
兆

７
３
０
０
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
概
算
要
求
額
の
う
ち
、
各

省
庁
の
政
策
実
行
の
経
費
と
な
る
一
般
歳

出
（
一
般
会
計
歳
出
総
額
―
（
国
債
費
＋

地
方
交
付
税
交
付
金
等
））
は
２
０
０
６

年
度
当
初
予
算
に
比
べ
約
４
４
０
０
億
円

増
の
約
４
６
兆
８
１
０
０
億
円
と
な
り
、

特
徴
と
し
て
年
金
や
医
療
の
伸
び
を
本
年

度
当
初
予
算
比
２．

７
％
に
抑
え
る
一
方
、

裁
量
的
経
費
の
少
子
化
対
策
は
３
１．

０
％
増
、
将
来
の
税
増
収
に
つ
な
が
る

「
経
済
成
長
戦
略
推
進
要
望
」
と
し
て
、
総

額
３
０
０
０
億
円
の
「
特
別
要
望
枠
」
を

設
定
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
経
済
格
差
拡
大
の
懸
念
を
払

拭
す
る
た
め
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
関
連
」
に

絡
む
要
求
と
し
て
、
農
水
省
の
フ
リ
ー
タ

ー
の
若
者
や
定
年
退
職
を
迎
え
る
団
塊
世

代
の
農
林
漁
業
へ
の
就
業
を
促
す
支
援
策
、

厚
生
労
働
省
の
出
産
や
育
児
で
離
職
し
た

女
性
の
再
就
職
促
進
策
も
あ
り
、
今
後
は

年
末
の
政
府
予
算
案
の
取
り
ま
と
め
に
向

け
、
厳
し
い
編
成
作
業
（
査
定
）
が
始
ま

り
ま
す
。

ま
た
、
上
島
町
の
財
源
に
直
接
の
影
響

を
与
え
る
地
方
交
付
税
交
付
金
は
、
総
務

省
が
２
０
０
６
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
入

り
口
ベ
ー
ス
で
約
１
兆
円
（
７．

４
％
）

増
の
１
４
兆
７
６
０
８
億
円
を
要
求
し
て

い
ま
す
が
、
自
治
体
に
配
分
さ
れ
る
出
口

ベ
ー
ス
の
交
付
税
は
、
景
気
回
復
で
地
方

税
収
の
増
加
が
見
込
め
る
為
、
２
０
０
６

年
度
予
算
に
比
べ
約
３
９
７
２
億
円
（
２．

５
％
）
減
の
１
５
兆
５
１
０
１
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

７
月
25
日
に
は
、
愛
媛
県
と
20
市
町

に
普
通
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
発
行

可
能
額
、
地
方
特
例
交
付
金
の
18
年
度
の

額
が
決
定
さ
れ
、
普
通
交
付
税
は
愛
媛
県

分
と
し
て
１
７
２
４
億
２
３
６
６
万
３
０

０
０
円
（
対
前
年
度
比
３
５
億
３
９
９
８

万
６
０
０
０
円
減
）、
市
町
分
は
１
３
０

４
億
２
８
６
１
万
６
０
０
０
円
（
８
６
億

６
５
７
万
３
０
０
０
円
減
）、
地
方
特
例

交
付
金
の
市
町
分
は
、
全
体
で
７
億
７
０

６
２
万
９
０
０
０
円
減
の
４
４
億
２
６
０

６
万
５
０
０
０
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り

軒
並
み
減
額
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
上
島
町
分
の
普
通
交
付
税
は
、

２
７
億
１
３
２
６
万
円
（
対
前
年
度
比
１

億
６
８
１
５
万
５
０
０
０
円
減
）。
臨
時

財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
２
億
２
９
０
９

万
４
０
０
０
円
（
対
前
年
度
比
３
３
０
３

万
１
０
０
０
円
減
）と
な
っ
て
お
り
、今
後

も
身
の
丈
に
あ
っ
た
支
出
を
計
画
的
に
行

う
た
め
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
方
交
付
税
は
本
来
地
方
の
税
収
入
と

す
べ
き
で
す
が
、
団
体
間
の
財
源
の
不
均

衡
を
調
整
し
、
す
べ
て
の
地
方
団
体
が
一

定
の
水
準
を
維
持
し
う
る
よ
う
財
源
を
保

障
す
る
見
地
か
ら
、
国
税
と
し
て
国
が
代

わ
っ
て
徴
収
し
、
一
定
の
合
理
的
な
基
準

に
よ
っ
て
再
配
分
す
る
、
い
わ
ば
国
が
地

方
に
代
わ
っ
て
徴
収
す
る
地
方
税
で
す
。

平
成
17
年
２
月
15
日
に
衆
議
院
本
会
議

に
お
い
て
小
泉
総
理
大
臣
は
、「
地
方
交

付
税
改
革
の
中
で
交
付
税
の
性
格
に
つ
い

て
と
い
う
お
話
で
す
が
、
地
方
交
付
税
は
、

国
税
５
税
の
一
定
割
合
が
地
方
団
体
に
法

律
上
当
然
帰
属
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
地
方
の
固
有
財
源
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
三
位
一

体
改
革
を
実
行
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
が
地
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
構
造
は

変
わ
り
な
く
、
税
源
移
譲
と
引
き
換
え
に

削
減
さ
れ
た
補
助
金
は
４
兆
４
０
０
０
億

円
で
あ
り
、
５
兆
円
を
超
す
交
付
税
が
削

ら
れ
た
よ
う
に
、
地
方
に
は
地
方
交
付
税

の
大
幅
削
減
と
い
う
痛
み
だ
け
が
残
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
の
歳
出
は
社
会
保
障
費
や
公
共
事

業
費
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
70
〜
80
％

が
国
の
法
令
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
た

も
の
や
、
基
準
が
あ
っ
て
や
っ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
地
方
の
自
由
度
が
な
い
も
の

が
大
半
で
あ
る
た
め
、
制
度
改
革
が
不
十

分
な
ま
ま
で
の
地
方
交
付
税
の
削
減
計
画

は
、
国
自
ら
が
「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
」

を
国
民
に
保
障
す
る
憲
法
の
理
念
を
放
棄

し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。（
上
島
町
の
自
由
度
（
自
主
財
源
）
は

平
成
16
年
度
３
２．

２
％
、
平
成
17
年
度

２
０．

９
％
で
、
自
由
度
の
あ
る
予
算
名

は
地
方
税
、
分
担
金
、
負
担
金
、
使
用
料
、

手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄
附
金
、
繰
入
金
、

繰
越
金
、
諸
収
入
）

ま
た
、
地
方
６
団
体
が
平
成
６
年
９
月

以
来
12
年
ぶ
り
２
度
目
と
な
る
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
に
提
出
し
た

「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
へ

の
回
答
は
、「
関
係
法
令
の
一
括
し
た
見

直
し
な
ど
に
よ
り
、
国
と
地
方
の
役
割
分

担
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
の
関
与
・
国

庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
小
、
税
源
移

譲
を
含
め
た
税
源
配
分
の
見
直
し
等
に
つ

い
て
、
一
体
的
に
検
討
を
行
う
」
と
あ
り

ま
す
が
、
地
方
交
付
税
に
代
わ
る
「
地
方

共
有
税
」
の
創
設
等
に
つ
い
て
の
明
確
な

言
及
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
総
務
省
に
お
い
て
、
人
口
・
面
積

を
基
本
に
算
定
す
る
「
新
型
交
付
税
」
の

来
年
度
導
入
に
向
け
て
本
格
的
な
制
度
設

計
作
業
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
が
、
総
務

省
が
示
し
た
「
人
口
規
模
や
土
地
の
利
用

形
態
等
に
よ
る
行
政
コ
ス
ト
差
を
適
切
に

反
映
し
、
十
分
な
経
過
措
置
を
講
じ
る
」

こ
と
や
「
離
島
、
過
疎
な
ど
真
に
配
慮
が

必
要
な
地
方
公
共
団
体
に
対
応
す
る
仕
組

み
を
確
保
す
る
」
こ
と
を
置
き
去
り
に
す

る
こ
と
な
く
、
個
別
地
方
公
共
団
体
ご
と

に
大
き
な
影
響
が
出
な
い
よ
う
留
意
を
求

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
弓
削
高
校
生
徒
会
が
発
行
し
て

い
る
「
し
お
さ
い
」
と
い
う
広
報
誌
の
な

か
で
、
丹
生
谷
校
長
先
生
が
吉
田
松
陰
の

こ
と
を
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
吉
田
松

陰
は
、
松
下
村
塾
が
あ
っ
た
松
本
村
に
強

い
誇
り
を
持
っ
て
お
り
、「
萩
城
下
か
ら

秀
で
た
人
物
が
久
し
く
あ
ら
わ
れ
て
い
な
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い
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
あ
る
は
ず
は

な
く
、
将
来
大
い
に
あ
ら
わ
れ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
松
本
村
か
ら
始
ま
る
で
あ
ろ

う
」
と
い
う
言
葉
に
、
私
も
共
感
と
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。
松
下
村
塾
で
学
ん
だ
高

杉
晋
作
や
伊
藤
博
文
な
ど
多
く
の
人
材
が
、

倒
幕
運
動
や
新
政
府
で
活
躍
し
、
奇
し
く

も
新
た
な
日
本
の
舵
取
り
役
と
し
て
長
州

出
身
の
安
倍
晋
三
首
相
が
選
出
さ
れ
た
よ

う
に
、
地
方
に
は
優
秀
な
人
材
を
育
む
土

壌
が
あ
り
ま
す
。

「
秀
で
た
人
物
が
将
来
大
い
に
あ
ら
わ

れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
上
島
町
か
ら
始

ま
る
で
あ
ろ
う
」
を
希
望
の
合
言
葉
と
し
、

あ
わ
せ
て
上
島
町
は
、
今
以
上
に
町
民
と

行
政
そ
し
て
議
会
が
一
致
団
結
し
、
協
力

し
助
け
合
い
な
が
ら
、
県
や
国
に
対
し
て

堂
々
と
意
見
が
言
え
る
体
制
を
造
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
平
成
17
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
18
会
計
）
及
び
上
水
道
事
業
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
《
20
議
案
》

各
会
計
の
決
算
額
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。
一
般
会
計
の
詳
し
い
決
算
状
況
は

７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

―
認
　
　
定
―

平
成
17
年
度
決
算

各
議
案
の
主
な
内
容

及
び
議
決
結
果

■
上
島
町
学
校
教
育
問
題
審
議
会
条
例

学
校
教
育
の
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
、

学
校
教
育
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、
関
係

条
例
を
整
備
し
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

健
康
保
険
法
及
び
児
童
福
祉
法
の
改
正

に
伴
い
、
上
島
町
母
子
家
庭
医
療
費
助
成

事
業
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
の
適
正
な

運
営
を
図
る
た
め
、
関
係
規
定
を
整
備
し

た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
を
図
る

た
め
、
関
係
規
定
を
整
備
し
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
環
境
美
化

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

指
定
ご
み
袋
を
新
た
に
追
加
す
る
必
要

が
生
じ
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
生
名
船
舶
使
用
料
条
例
及
び
上

島
町
魚
島
船
舶
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

し
ま
な
み
海
道
フ
リ
ー
パ
ス
割
引
を
期

間
限
定
で
、
新
た
に
追
加
す
る
必
要
が
生

じ
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

条
　
例
　
議
　
案

会　　　　　計　　　　　別

平成17年度　上島町会計別決算額

一 般 会 計

上 水 道 事 業 会 計
（ 公 営 企 業 会 計 ）

歳入歳出予算額（円）

特
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
計

国 民 健 康 保 険
公 共 用 地 整 備
船 舶
老 人 保 健
住宅新築資金等貸付
健 康 増 進 セ ン タ ー
ふ 頭 用 地
公 共 下 水 道
Ｃ Ａ Ｔ Ｖ
農 業 集 落 排 水
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス
浄 化 槽
国民健康保険診療所
へ き 地 出 張 診 療 所
簡 易 水 道
特別養護老人ホーム
コミュニティプラント

7,873,412,000
1,120,600,000

7,000,000
232,800,000

1,495,900,000
2,100,000

16,800,000
5,200,000

1,329,254,000
89,494,000

166,200,000
601,000,000

77,400,000
54,200,000
68,300,000
5,400,000

31,000,000
470,500,000

30,400,000
219,700,000

歳　　入（円）
7,219,251,261
1,123,806,940

2,299,538
233,467,389

1,455,281,797
2,372,140

16,265,782
5,199,996

1,115,450,232
84,360,990

161,631,502
578,101,498
74,486,178
47,624,150
64,760,487
10,291,251
30,271,418

472,502,132
30,230,502

239,945,493

歳　　出（円）
6,750,404,003
1,070,375,996

2,277,007
224,590,386

1,452,057,689
2,032,076

16,047,315
5,149,200

1,102,695,133
82,767,832

159,420,096
576,435,478
73,892,609
46,864,220
63,200,841

4,043,431
29,955,732

445,978,618
29,695,875

217,175,930

歳入歳出差引額（円）
468,847,258

53,430,944
22,531

8,877,003
3,224,108

340,064
218,467

50,796
12,755,099
1,593,158
2,211,406
1,666,020

593,569
759,930

1,559,646
6,247,820

315,686
26,523,514

534,627
22,766,401

（予算額は税込み） （税処理後230,204,802）（税処理後207,438,401） （消費税処理後）
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■
平
成
18
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
５
会
計
）
及
び
上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
《
７
議
案
》

■
一
般
会
計

【
補
正
額
】
１
億
３
０
０
万
円

【
総
　
額
】
６
７
億
７
０
０
０
万
円

■
上
水
道
事
業
会
計

【
補
正
額
】
２
１
０
万
円

【
総
　
額
】
２
億
１
５
７
０
万
円

■
特
別
会
計
（
５
会
計
）

補
正
予
算
議
案

■
上
島
町
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ

い
て上

島
町
営
土
地
改
良
事
業
を
次
の
と
お

り
施
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
土
地
改
良

法
第
96
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、

そ

の

他

議

案

議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
。

【
工
事
施
行
地
区
】
岩
城
池
の
谷
地
区

【
施
行
年
度
】

平
成
19
年
度
〜
平
成
21
年
度

【
概
算
事
業
費
】
２
９
０
０
万
円

【
工
事
計
画
】

団
体
営
た
め
池
等
整
備
事
業

堤
体
工
（
高
さ
＝
3.8
ｍ
）
長
さ
＝
35
ｍ

洪
水
吐
工
1.0
式
　
取
水
工
1.0
式

【
施
行
方
法
】
請
負
施
行

―
可
　
　
決
―

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

《
２
議
案
》

■
平
成
18
年
度
岩
城
漁
港
地
域
水
産
物
供

給
基
盤
整
備
工
事
（
分
割
の
２
）

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
６
１
３
２
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

越
智
郡
上
島
町
岩
城
１
３
５
１
番
地

五
島
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
向
井
敏
雄

■
岩
城
へ
き
地
教
員
宿
舎
新
築
工
事

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
８
９
０
４
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

今
治
市
東
門
町
２
丁
目
２
番
地
の
２

株
式
会
社
野
間
工
務
店

代
表
取
締
役
　
檜
垣
圭
之
介―

可
　
　
決
―

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

【
住
所
】

上
島
町
魚
島
１
番
耕
地
３
７
５
番
地
３

【
氏
名
】
東
　
修
二

【
生
年
月
日
】
昭
和
25
年
７
月
12
日

―
原
案
可
決
―

5310万円

11億3080万円

670万円

7億4400万円

科目変更のみ

6億1200万円

科目変更のみ

5600万円

430万円

2億2960万円

国民健康
保　　険

公　　共
下 水 道

介護保険

浄 化 槽

船　　舶

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

【展示会】

11月4日（土）10:30～16:00、5日（日）9:00～15:00
《生名公民館》
【芸能発表会】

11月5日（日）13:00開演　《生名公民館3階》
【その他のお知らせ】

※4日　上島町健康まつり同時開催《生名小学校》
各団体バザー
弓削伝統芸能「雨乞い踊り」実演

※5日　婦人会バザー
上島・伯方地区親善囲碁大会開催

【第35回　岩城文化展】

11月3日（金）10:00～21:30、4日（土）9:00～13:00
《岩城開発総合センター》
【第15回　岩城芸能発表会】

11月3日（金）9:00開演　《岩城生活文化センター》
【その他のお知らせ】

※岩城分校によるお茶会
3日10:00～16:00《開発総合センター》
※囲碁教室 3日13:00～17:00《開発総合センター》

第35回上島町いきな文化祭

【第51回　町展】

11月11日（土）9:00～17:00、12日（日）9:00～15:00
《弓削体育館》
【第23回　芸能発表会】

11月11日（土）10:00開演　《せとうち交流館》
※開催テーマ「ふるさと」

弓 削 地 区 文 化 祭

第35回岩城文化展　第15回岩城芸能発表会

【文化展】

11月11日（土）9:00～17:00、12日（日）9:00～17:00
《魚島開発総合センター》
【芸能発表会】

11月11日（土）9:30開演《魚島開発総合センター》
【その他のお知らせ】

※文化公演　11日14:00～（演歌歌手　美鈴歌謡ショー）
※各種団体バザー　11・12日《開発総合センター》

魚 島 文 化 祭

　
垣
圭
之
介




